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議
員　

診
療
体
制
が
縮
小
し
た
土
浦
協

同
病
院
な
め
が
た
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー

を
、
採
算
性
の
見
込
め
る
新
た
な
病
院

と
す
る
た
め
、
画
像
診
断
に
特
化
し
た

県
立
病
院
と
し
、
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
画
像
を

県
内
や
隣
県
の
大
学
病
院
な
ど
に
共
有

す
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
が
、
所
見
は
。

知
事　

ご
提
案
の
県
立
病
院
化
に
つ
い

て
は
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
や
医
師
の
確
保
、

収
支
の
見
通
し
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て

慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
引
き
続

き
、
救
急
医
療
を
は
じ
め
と
し
た
地
域

医
療
の
機
能
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

災
害
発
生
時
の
県
と
被
災
市
町

村
と
の
初
動
体
制
の
進
め
方
、
被
災
市

町
村
と
の
連
携
を
ど
う
強
化
す
る
の
か
。

知
事　

災
害
が
発
生
す
る
危
険
性
が
高

ま
っ
た
段
階
で
、「
避
難
情
報
発
令
判
断

支
援
班
」
を
設
置
し
、
市
町
村
に
避
難

情
報
の
発
令
を
働
き
掛
け
る
。
内
水
氾

濫
に
つ
い
て
は
、
学
識
経
験
者
に
意
見

を
伺
い
、
監
視
カ
メ
ラ
な
ど
の
設
置
に

よ
る
現
地
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
住
民
か

ら
の
情
報
提
供
体
制
の
構
築
な
ど
に
よ

り
、
迅
速
か
つ
的
確
に
避
難
情
報
を
発

令
で
き
る
よ
う
市
町
村
に
働
き
掛
け
る
。

議
員　

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出

が
開
始
さ
れ
た
が
、
風
評
被
害
対
策
と

第
一
次
産
業
へ
の
対
応
は
。

知
事　

海
洋
放
出
開
始
の
前
日
に
海
産

物
で
風
評
と
思
わ
れ
る
事
例
が
確
認
さ

れ
た
た
め
、
経
済
産
業
省
・
水
産
庁
に

風
評
抑
制
に
向
け
た
取
り
組
み
強
化
を

要
請
し
、
価
格
下
落
が
生
じ
た
際
に
は
、

適
切
に
賠
償
す
る
よ
う
東
京
電
力
に
申

し
入
れ
た
。
今
後
も
、
風
評
と
思
わ
れ

る
事
例
が
発
生
し
た
際
は
、
迅
速
に
国

へ
報
告
し
、
差
別
的
な
取
り
扱
い
を
抑

制
す
る
た
め
の
対
応
を
求
め
て
い
く
。

議
員　

本
年
６
月
に
発
生
し
た
取
手
水

害
に
お
い
て
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
条

例
に
基
づ
く
対
応
は
効
果
的
に
行
わ
れ

た
の
か
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
般

の
対
応
を
ど
の
よ
う
に
検
証
し
、
今
後

の
災
害
に
生
か
し
て
い
く
の
か
。

福
祉
部
長　

課
題
を
踏
ま
え
、
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
に
積
極
的
・

主
導
的
に
関
わ
る
職
員
の
専
属
化
や
、

被
災
者
ニ
ー
ズ
の
迅
速
・
的
確
な
把
握

に
向
け
た
人
員
体
制
の
強
化
と
マ
ニ
ュ

ア
ル
改
定
お
よ
び
研
修
の
充
実
、
広
報

活
動
の
強
化
な
ど
に
取
り
組
む
。

議
員　

国
で
検
討
し
て
い
る
給
食
費
の

無
償
化
が
実
現
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
子

育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、
県
で
無
償

化
で
き
な
い
か
。

教
育
長　

県
で
の
無
償
化
は
財
政
上
の

課
題
や
市
町
村
の
取
り
組
み
を
尊
重
す

る
点
な
ど
か
ら
慎
重
な
対
応
が
必
要
で

あ
る
。
国
で
無
償
化
の
実
現
に
向
け
調

査
を
実
施
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
動
き

を
注
視
し
な
が
ら
学
校
給
食
に
対
す
る

支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
研
究
し
て
い

く
。

（
ほ
か
に
、
サ

ツ
マ
イ
モ
基
腐

病
の
対
策
、

霞
ヶ
浦
北
浦
に

お
け
る
漁
業
の

振
興
な
ど
も
質

問
）

議
員　

少
子
化
対
策
の
成
功
の
た
め
に

は
、
労
働
市
場
を
改
革
し
、
経
済
を
活

性
化
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
が
、

こ
の
対
策
の
た
め
の
労
働
環
境
づ
く
り

に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

産
業
戦
略
部
長　

最
低
賃
金
は
、
知
事

が
先
頭
に
立
ち
、
経
済
団
体
な
ど
に
対

し
、
引
き
上
げ
の
理
解
と
協
力
を
求
め

て
い
る
。
ま
た
、
産
学
官
連
携
の
下
、

リ
ス
キ
リ
ン
グ
 ※

を
強
力
に
推
進
し
、

生
産
性
向
上
や
賃
上
げ
の
実
現
を
図
る
。

（
ほ
か
に
、

女
性
活
躍

推
進
、
教

育
現
場
に

お
け
る
生

成
Ａ
Ｉ
の

活
用
な
ど

も
質
問
）

議
員　

水
害
に
備
え
て
事
前
防
災
対
策

を
加
速
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
県
二
級

水
系
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け

る
ダ
ム
や
森
林
の
取
り
組
み
と
進
捗
は
。

土
木
部
長　

今
年
度
、
水
沼
ダ
ム
の
堆

砂
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫
工
事
に
着
手
し
、
治
水
機
能
の

確
保
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
森

林
の
多
面
的
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
、

間
伐
な
ど
の
適
切
な
森
林
整
備
や
、
治

山
事
業
に
よ
る
荒
廃
し
た
森
林
の
復
旧

な
ど
、
森
林
の
保
全
を
推
進
す
る
。

（
ほ
か
に
、
林

業
の
成
長
産
業

化
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
需
要
の
取

り
込
み
に
向
け

た
「
稼
げ
る
観

光
」
支
援
な
ど

も
質
問
）

議
員　

グ
ル
メ
な
ど
の
多
様
な
魅
力
を

有
す
る
「
道
の
駅
」
に
つ
い
て
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
磨
き
上
げ
を
行
い
な
が
ら
、

観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
戦
略
的
に
生

か
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

営
業
戦
略
部
長　

茨
城
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
合
わ
せ
て
、

Ｐ
Ｒ
の
拠
点
と
し
て
「
道
の
駅
」
を
積

極
的
に
活
用
し
て
い
く
。
ま
た
、
「
道

の
駅
」
を
核
と
し
て
、
周
辺
の
観
光
施

設
を
組
み
合
わ
せ
た
周
遊
モ
デ
ル
コ
ー

ス
の
造
成
な

ど
に
も
新
た

に
取
り
組
む
。

（
ほ
か
に
、

梨
の
産
地
振

興
、
水
防
訓

練
の
在
り
方

な
ど
も
質
問
）

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
進
捗
と

風
評
被
害
対
策

取
手
水
害
に
お
け
る

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
対
応
の
検
証

柗田　千春 議員
いばらき自民党
潮来市・行方市選出 

金子　晃久 議員
いばらき自民党
常総市・八千代町選出

川口　政弥 議員
いばらき自民党
取 手 市 選 出

豊田　　茂 議員
いばらき自民党
高萩市・北茨城市選出 

学
校
給
食
費
の
無
償
化

少
子
化
対
策
の
た
め
の

労
働
環
境
づ
く
り

二
級
水
系
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
道
の
駅
」
を
活
か
し
た
観
光
戦
略

土
浦
協
同
病
院
な
め
が
た
地
域
医
療

セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
在
り
方

県
と
被
災
市
町
村
と
の

初
動
体
制
の
進
め
方

ことば ※【リスキリング】…新しい職業に就くために、あるいは、今の職業で必要とされるスキルに適応するために、必要なスキルを獲得すること。

「
決
算
特
別
委
員
会
」を
開
催
し
ま
し
た

県
内
調
査（
令
和
５
年
台
風
第
13 
号
に
伴
う
被
害

状
況
）を
実
施
し
ま
し
た

「
情
報
委
員
会
」を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

し
ま
し
た

　

９
月
22
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・

公
営
企
業
会
計
に
お
け
る
令
和
４
年
度
決
算
の
総
括
的
な
概
要

の
ほ
か
、
県
総
合
計
画
に
掲
げ
る
政
策
・
施
策
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
、
県
執
行
部
か
ら
説
明
を
聴
取
し
ま
し
た
。

　

第
３
回
定
例
会
閉
会
後
の
閉
会
中
に
は
、
常
任
委
員
会
を
基

本
と
す
る
３
つ
の
分
科
会
で
の
部
門
別
審
査
を
行
っ
た
後
、
総

括
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

９
月
15
日
に
防
災
環
境
産
業
委
員
会
お
よ
び
土
木
企
業
立
地

推
進
委
員
会
に
お
い
て
、
10
月
13
日
に
営
業
戦
略
農
林
水
産
委

員
会
に
お
い
て
、
令
和
５
年
台
風
第
13
号
の
被
害
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

９
月
15
日
に
は
、
日
立
市
内
の
県
道
日
立
山
方
線
、
日
立
武

道
館
南
側
高
台
臨
時
駐
車
場
（
災
害
廃
棄
物
仮
置
場
）、
高
萩

市
内
の
二
級
河
川
関
根
川
お
よ
び
北
茨
城
市
内
の
高
北
清
掃
セ

ン
タ
ー
（
災
害
廃
棄
物
仮
置
場
）
を
視
察
し
、
10
月
13
日
に
は
、

北
茨
城
市
内
の
水
田
、
土
地
改
良
施
設
、
水
産
加
工
施
設
を
視

察
し
、
被
害
状
況
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

７
月
10
日
、
情
報
委
員
会
（
飯
田

智
男
委
員
長
）
に
お
い
て
、
緊
急
時

の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
に
備
え
、
機
器

操
作
な
ど
の
習
熟
の
た
め
、
試
行
的

に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
審
議
を
行
い

ま
し
た
。

学校給食の様子

令和５年梅雨前線による大雨
被害の状況（取手市）

処理水タンク
（福島第一原子力発電所）

水害におけるボランティア受付の様子
（取手市）

情報委員会（オンライン）の様子
水産加工施設で被害状況などの
説明を受ける委員の様子（10/13）

日立武道館南側高台臨時駐車場で被害状況
などの説明を受ける委員の様子（9/15）

一般質問（要旨）


